
３つ以上あてはまった方は、まず相談を

“もの忘れ”の中に、認知症が隠れていることがあります。
年に一度は、「認知症チェックリスト」で確認しましょう。

～ご自身と大切な人のために～

○豊田市に地域包括支援センターは28か所あり、統括・支援を「豊田市基幹包括支援センター」が行います。

豊田市地域包括支援センター　一覧
　地域包括支援センターは、介護・福祉・保健・医療など様々な相談を受ける高齢者の総合相談窓口です。「認知
症地域支援推進員」が、ご本人やご家族からの相談をお受けしています。本人の状況により対応が困難で、医療・
介護サービスの利用ができない場合などは、認知症に特化した専門スタッフを構成員とした『豊田市認知症初期集
中支援チーム』とも連携し対応します。お気軽にご相談ください。

豊田市地域包括支援センター
ロゴマーク
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脳にアミロイドベータというたんぱく質がたまり
正常な神経細胞が壊れ、脳が縮むことが原因です。
・物盗られ妄想やうつ状態
・時間や場所などがわかりづらくなる
・重度になるまで運動機能は保たれる
《運転の特徴》
　・行き先を忘れ道に迷う
　・駐車、幅寄せが下手になる

脳の血管がつまる（脳梗塞）・破れる（脳出血）
などの脳の血管障害によって起こります。
・意欲の低下
・感情のコントロールがうまくいかない
・片麻痺などの運動障がいを伴うことが多い
《運転の特徴》
　・注意力の低下
　・ブレーキ等運転操作が鈍くなる

レビー小体という異常なたんぱく質がたまり
脳が縮むことが原因で起こります。
・幻覚、妄想
・初期のもの忘れは目立たない
・パーキンソン様症状（ふるえ・小刻み歩行）
《運転の特徴》
　・注意力の低下
　・ブレーキ等運転操作が鈍くなる

脳の中の前頭葉（理性のコントロール部分）や側
頭葉（聴覚や言葉の理解部分）が縮んで起こります。
・性格の変化（怒りっぽくなる）
・社会のルールが守られなくなる
・同じ行動を繰り返す
《運転の特徴》
　・交通ルールの無視
　・わき見
　・車間距離が短くなる

 

 

●認知症とは

●早期発見・早期対応が大切！ ●認知症予防のための事業・サービス

アルツハイマー型認知症

レビー小体型認知症 前頭側頭型認知症

脳血管性認知症

若年性認知症とは

日常生活に大きな支障はない 日常生活に支障がある

認知症の基礎知識

早期発見・早期対応の必要性

認知症を予防するために

加齢によるもの忘れ
●普通のもの忘れと、認知症によるもの忘れの違い

認知症によるもの忘れ

体験全体が抜け落ちる体験の一部を忘れる

●もの忘れをしている自覚がある
●人物や時間・場所まで分からなくなることはない
●感情や意欲に変化はない

●もの忘れをしている自覚がない
●人物や時間・場所まで分からなくなることがある
●感情や意欲に変化が現れる（怒りっぽさなどが目立つ）

 

 

 

相談窓口

　認知症とは、脳の病気などいろいろな原因で脳の神経細胞の働きが変化したために、認知機能（情報を分析し
たり、記憶したり、思い出したりする機能）が低下し、普段の生活に支障をきたす状態です。症状の出方は、人
によって様々です。

●軽度認知障がい（MCI）

非認知症 認知症

回復の可能性あり

　軽度認知障がい（MCI）とは、正常と認知症の中間ともいえる状態です。記憶力に障がいがあって、もの忘れ
の自覚があるが、記憶力の低下以外に明らかな認知機能の障がいがみられず、日常生活への影響がないか、あっ
ても軽度のものである場合です。しかし、MCIの人は年間で５～１５％が認知症に移行するとされており、認知
症の前段階と考えられています。一方で、その後の検査で認知機能が正常化している人もいるため、生活習慣病
の予防などに取り組むことが大切です。

　認知症になったら何もできなくなるのではなく、認知症になってからも、できること・やりたいことがあり、
住み慣れた地域で仲間等とつながりながら、希望を持って自分らしく暮らし続けることができるという考え方です。
認知症の人の意思を尊重して、対応するようにしましょう。

　６５歳未満で認知症を発症した場合をいいます。
　主に働き盛りの世代に発症するため、ご本人だけではなく、ご家族の生活への影響が大きいことが特徴で
す。仕事でミスが重なったり、家事がおっくうになっても、原因が認知症のせいとは思い至らないことがあ
ります。疲れや更年期障がい、あるいはうつ状態など他の病気と思って医療機関を受診して、誤った診断の
まま時間が過ぎ、認知症の症状が目立つようになってからようやく診断された例も少なくありません。

●認知症の症状

●新しい認知症観

●認知症のタイプ（自動車運転でみられる特徴）

●妄想（現実には起きない思い込み）
●幻覚（その場にないものが実際にあるように見えたり聞こえたりする）
●攻撃的な言動　●道に迷う　●無気力
●便をいじるなど排泄の混乱　●過食など食行動の混乱　など

　適度な運動は、血行
が良くなり、脳神経の
機能を高めることにつ
ながります。
　有酸素運動を取り入
れましょう。

別の病気が原因であったり、一時的な症状の場合があります

旅行や料理など、計画や手順
を考え、行動することが難し
くなる。

　認知症と同じ症状のように見えても、別の病気※が原因の場合があります。また、薬の使用が原因で症状
が出ていることもあります。これらは治療可能ですが、治療しないでおくと回復が難しくなったり、認知症
につながってしまうことがあります。※例えば、正常圧水頭症、慢性硬膜下血腫、甲状腺機能低下症など

進行を遅らせることが可能な場合があります
　症状が悪化する前に適切な治療やサポートを受けることで、進行のスピードを遅らせることができる場合
があり、今の生活をより長く続けることができます。

　症状が軽いうちに、ご本人やご家族が認知症への理解を深め、あらかじめ本人が希望する生活や支援につ
いて話し合うことで、事前に生活環境を整えることができ、生活上の支障を軽減することも可能です。

　受診・診断・治療に関する相談については、まずはかかりつけ医に相談してください。必要に応じて、かかり
つけ医が認知症の専門医療機関等と連携し、対応します。

　医療相談室があり、認知症の専門医療相談ができます。専門医、精神保健福祉士などの専門職が配置されてい
ます。

　若年性認知症のご本人やご家族だけではなく、勤務先の企業等からの相談にも応じています。相談内容に応じ
て、医療・福祉・就労等の総合的な支援を行います。

気になることを事前にまとめておきましょう
　医療機関を受診する場合には、診断のための検査の他に、もの忘れの状態などを質問されることがあります。
普段の生活の様子などを事前にまとめておくと診断の手助けになります。

【本人の状態】
・いつ頃から、どんな状態が、どのように現れたか
・これまでかかった病気や現在かかっている病気
・飲んでいる薬　・生活する上で困っていること

【家族から本人をみて】
・普段の生活の様子
・生活する上で困っていること
・性格や習慣の変化など

　運動や食事・休養や余暇等の日々の生活習慣が、認知症の発症や進行に大きな影響を与えていること
がわかっており、生活改善と生活習慣病の予防により、ある程度の予防が可能であるといわれています。

　このほか、年に１回の健診や病気の予防・管理も大切です。持病を悪化させないことは認知症の予防に重要です。
きちんと通院し、服薬等の治療を継続し、病気のコントロールをしましょう。
　また、噛むことは脳に刺激を与えます。自分の歯を残すこと、入れ歯の方は、定期的なメンテナンスを行い、自分に
合った入れ歯を使用することが大切ですので、お口のお手入れもしましょう。

実行機能障がい

新しいことが覚えられない。
覚えているはずの記憶を思い
出すことができない。

記憶障がい

考えるスピードが遅くなる。
同時に２つ以上のことができ
ない。

理解・判断力の障がい

時間、日付、季節感、場所、
人間関係などの把握が難しく
なる。

見当識障がい

本人のもともとの性格や素質 生活環境やケア、周囲との人間関係など

移行率
1年で５～15％

軽度 中等度健常者 高度

事業名

元気アップ事業

地域ふれあい
サロン

シルバー人材
センター

認知症カフェ

内　容 連絡先
豊田市役所

健康づくり応援課
３４－６６２７

豊田市社会
福祉協議会

３１－１２９４

豊田市シルバー
人材センター
３１－１００７
豊田市役所
高齢福祉課

３４－６９８４

令和８年４月作成
回復率　1年で16～41％

多くの診断が
このタイミングで行われている

運動 食事

交流 趣味

身体を動かしましょう

■かかりつけ医

■愛知県認知症疾患医療センター（トヨタ記念病院　電話：0565－24－7070）

■愛知県若年性認知症総合支援センター（電話：0562－45－6207）

　認知症に関する具体的な対応や介護方法に特化して対応する相談窓口です。
　詳細は右記の二次元コードでご確認ください。

■認知症伴走型支援拠点「オレンジほっとテラス」
■地域包括支援センター（一覧参照）

【問合せ】豊田市役所　高齢福祉課
　電話：０５６５－３４－６９８４　 FAX：０５６５－３４－６７９３　 メール：korei-fukushi@city.toyota.aichi.jp

　趣味やスポー
ツ、友人などと
の交流を楽しん
でいる人は認知
症になりにくい傾向があります。
「TVを消して外に出ましょう！」

人とふれあいましょう

　１日３食バランスのとれ
た食事をすることは心身の
機能を高めます。
「まんべんなく」食べるよ
う心がけましょう。
＊水分も忘れずに！

自治区の運営により、子どもから高齢者まで誰もが参加
できる「ふれあい」の場として、モノづくりや体操、ゲー
ムなど様々な活動が行われています。住み慣れた地域で、
いつまでも元気で安心して暮らしていくために、地域住
民が主体となって取り組んでいただく地域の事業です。

地域の身近な場所で介護予防を目的としたストレッチ、
筋力アップ体操等を教室形式で行います。

認知症の人、介護をしている家族、地域住民など誰でも
参加できる集いの場です。

各交流館や自治区でも認知症予防のための活動が行われています。

家庭や企業・公共団体等から仕事を請け負い、働きなが
ら社会参加を促進し、生きがいづくりや健康増進を図っ
ています。

魚や野菜・果物を
　積極的に食べましょう

　２つ以上の作業を同時
に行い、それぞれに注意
を配る訓練をしましょう。
「慣れないことにもチャ
レンジ！」

「あたま」を
　　　働かせましょう

認知症の予防のポイント
不摂生な生活は、認知症の発症・進行リスクを高めます！

コラム

行動・心理症状（適切な治療やケア、周囲の対応などで症状の改善が期待できる）

中核症状 （治すことはできませんが、治療やケアによって進行を遅らせることは可能）

認知症の予防とは、「認知症になるのを遅らせる」「認知症になっても進行を緩やかにする」ことを意味します。

今後の生活の準備ができます

＊

脳の血流の違いをイメージしたイラスト
（　　＝機能が低下している部分）
＊

オレンジほっとテラスの詳細
オレンジほっとテラスくらがいけ　電話：080－5979－4421
オレンジほっとテラスひまわり邸　電話：080－9684－0880
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相談窓口

　認知症とは、脳の病気などいろいろな原因で脳の神経細胞の働きが変化したために、認知機能（情報を分析し
たり、記憶したり、思い出したりする機能）が低下し、普段の生活に支障をきたす状態です。症状の出方は、人
によって様々です。
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の自覚があるが、記憶力の低下以外に明らかな認知機能の障がいがみられず、日常生活への影響がないか、あっ
ても軽度のものである場合です。しかし、MCIの人は年間で５～１５％が認知症に移行するとされており、認知
症の前段階と考えられています。一方で、その後の検査で認知機能が正常化している人もいるため、生活習慣病
の予防などに取り組むことが大切です。

　認知症になったら何もできなくなるのではなく、認知症になってからも、できること・やりたいことがあり、
住み慣れた地域で仲間等とつながりながら、希望を持って自分らしく暮らし続けることができるという考え方です。
認知症の人の意思を尊重して、対応するようにしましょう。

　６５歳未満で認知症を発症した場合をいいます。
　主に働き盛りの世代に発症するため、ご本人だけではなく、ご家族の生活への影響が大きいことが特徴で
す。仕事でミスが重なったり、家事がおっくうになっても、原因が認知症のせいとは思い至らないことがあ
ります。疲れや更年期障がい、あるいはうつ状態など他の病気と思って医療機関を受診して、誤った診断の
まま時間が過ぎ、認知症の症状が目立つようになってからようやく診断された例も少なくありません。

●認知症の症状

●新しい認知症観

●認知症のタイプ（自動車運転でみられる特徴）

●妄想（現実には起きない思い込み）
●幻覚（その場にないものが実際にあるように見えたり聞こえたりする）
●攻撃的な言動　●道に迷う　●無気力
●便をいじるなど排泄の混乱　●過食など食行動の混乱　など

　適度な運動は、血行
が良くなり、脳神経の
機能を高めることにつ
ながります。
　有酸素運動を取り入
れましょう。

別の病気が原因であったり、一時的な症状の場合があります

旅行や料理など、計画や手順
を考え、行動することが難し
くなる。

　認知症と同じ症状のように見えても、別の病気※が原因の場合があります。また、薬の使用が原因で症状
が出ていることもあります。これらは治療可能ですが、治療しないでおくと回復が難しくなったり、認知症
につながってしまうことがあります。※例えば、正常圧水頭症、慢性硬膜下血腫、甲状腺機能低下症など

進行を遅らせることが可能な場合があります
　症状が悪化する前に適切な治療やサポートを受けることで、進行のスピードを遅らせることができる場合
があり、今の生活をより長く続けることができます。

　症状が軽いうちに、ご本人やご家族が認知症への理解を深め、あらかじめ本人が希望する生活や支援につ
いて話し合うことで、事前に生活環境を整えることができ、生活上の支障を軽減することも可能です。

　受診・診断・治療に関する相談については、まずはかかりつけ医に相談してください。必要に応じて、かかり
つけ医が認知症の専門医療機関等と連携し、対応します。

　医療相談室があり、認知症の専門医療相談ができます。専門医、精神保健福祉士などの専門職が配置されてい
ます。

　若年性認知症のご本人やご家族だけではなく、勤務先の企業等からの相談にも応じています。相談内容に応じ
て、医療・福祉・就労等の総合的な支援を行います。

気になることを事前にまとめておきましょう
　医療機関を受診する場合には、診断のための検査の他に、もの忘れの状態などを質問されることがあります。
普段の生活の様子などを事前にまとめておくと診断の手助けになります。

【本人の状態】
・いつ頃から、どんな状態が、どのように現れたか
・これまでかかった病気や現在かかっている病気
・飲んでいる薬　・生活する上で困っていること

【家族から本人をみて】
・普段の生活の様子
・生活する上で困っていること
・性格や習慣の変化など

　運動や食事・休養や余暇等の日々の生活習慣が、認知症の発症や進行に大きな影響を与えていること
がわかっており、生活改善と生活習慣病の予防により、ある程度の予防が可能であるといわれています。

　このほか、年に１回の健診や病気の予防・管理も大切です。持病を悪化させないことは認知症の予防に重要です。
きちんと通院し、服薬等の治療を継続し、病気のコントロールをしましょう。
　また、噛むことは脳に刺激を与えます。自分の歯を残すこと、入れ歯の方は、定期的なメンテナンスを行い、自分に
合った入れ歯を使用することが大切ですので、お口のお手入れもしましょう。

実行機能障がい

新しいことが覚えられない。
覚えているはずの記憶を思い
出すことができない。

記憶障がい

考えるスピードが遅くなる。
同時に２つ以上のことができ
ない。

理解・判断力の障がい

時間、日付、季節感、場所、
人間関係などの把握が難しく
なる。

見当識障がい

本人のもともとの性格や素質 生活環境やケア、周囲との人間関係など

移行率
1年で５～15％

軽度 中等度健常者 高度

事業名

元気アップ事業

地域ふれあい
サロン

シルバー人材
センター

認知症カフェ

内　容 連絡先
豊田市役所

健康づくり応援課
３４－６６２７

豊田市社会
福祉協議会

３１－１２９４

豊田市シルバー
人材センター
３１－１００７
豊田市役所
高齢福祉課

３４－６９８４

令和８年４月作成
回復率　1年で16～41％

多くの診断が
このタイミングで行われている

運動 食事

交流 趣味

身体を動かしましょう

■かかりつけ医

■愛知県認知症疾患医療センター（トヨタ記念病院　電話：0565－24－7070）

■愛知県若年性認知症総合支援センター（電話：0562－45－6207）

　認知症に関する具体的な対応や介護方法に特化して対応する相談窓口です。
　詳細は右記の二次元コードでご確認ください。

■認知症伴走型支援拠点「オレンジほっとテラス」
■地域包括支援センター（一覧参照）

【問合せ】豊田市役所　高齢福祉課
　電話：０５６５－３４－６９８４　 FAX：０５６５－３４－６７９３　 メール：korei-fukushi@city.toyota.aichi.jp

　趣味やスポー
ツ、友人などと
の交流を楽しん
でいる人は認知
症になりにくい傾向があります。
「TVを消して外に出ましょう！」

人とふれあいましょう

　１日３食バランスのとれ
た食事をすることは心身の
機能を高めます。
「まんべんなく」食べるよ
う心がけましょう。
＊水分も忘れずに！

自治区の運営により、子どもから高齢者まで誰もが参加
できる「ふれあい」の場として、モノづくりや体操、ゲー
ムなど様々な活動が行われています。住み慣れた地域で、
いつまでも元気で安心して暮らしていくために、地域住
民が主体となって取り組んでいただく地域の事業です。

地域の身近な場所で介護予防を目的としたストレッチ、
筋力アップ体操等を教室形式で行います。

認知症の人、介護をしている家族、地域住民など誰でも
参加できる集いの場です。

各交流館や自治区でも認知症予防のための活動が行われています。

家庭や企業・公共団体等から仕事を請け負い、働きなが
ら社会参加を促進し、生きがいづくりや健康増進を図っ
ています。

魚や野菜・果物を
　積極的に食べましょう

　２つ以上の作業を同時
に行い、それぞれに注意
を配る訓練をしましょう。
「慣れないことにもチャ
レンジ！」

「あたま」を
　　　働かせましょう

認知症の予防のポイント
不摂生な生活は、認知症の発症・進行リスクを高めます！

コラム

行動・心理症状（適切な治療やケア、周囲の対応などで症状の改善が期待できる）

中核症状 （治すことはできませんが、治療やケアによって進行を遅らせることは可能）

認知症の予防とは、「認知症になるのを遅らせる」「認知症になっても進行を緩やかにする」ことを意味します。

今後の生活の準備ができます

＊

脳の血流の違いをイメージしたイラスト
（　　＝機能が低下している部分）
＊

オレンジほっとテラスの詳細
オレンジほっとテラスくらがいけ　電話：080－5979－4421
オレンジほっとテラスひまわり邸　電話：080－9684－0880



脳にアミロイドベータというたんぱく質がたまり
正常な神経細胞が壊れ、脳が縮むことが原因です。
・物盗られ妄想やうつ状態
・時間や場所などがわかりづらくなる
・重度になるまで運動機能は保たれる
《運転の特徴》
　・行き先を忘れ道に迷う
　・駐車、幅寄せが下手になる

脳の血管がつまる（脳梗塞）・破れる（脳出血）
などの脳の血管障害によって起こります。
・意欲の低下
・感情のコントロールがうまくいかない
・片麻痺などの運動障がいを伴うことが多い
《運転の特徴》
　・注意力の低下
　・ブレーキ等運転操作が鈍くなる

レビー小体という異常なたんぱく質がたまり
脳が縮むことが原因で起こります。
・幻覚、妄想
・初期のもの忘れは目立たない
・パーキンソン様症状（ふるえ・小刻み歩行）
《運転の特徴》
　・注意力の低下
　・ブレーキ等運転操作が鈍くなる

脳の中の前頭葉（理性のコントロール部分）や側
頭葉（聴覚や言葉の理解部分）が縮んで起こります。
・性格の変化（怒りっぽくなる）
・社会のルールが守られなくなる
・同じ行動を繰り返す
《運転の特徴》
　・交通ルールの無視
　・わき見
　・車間距離が短くなる

 

 

●認知症とは

●早期発見・早期対応が大切！ ●認知症予防のための事業・サービス

アルツハイマー型認知症

レビー小体型認知症 前頭側頭型認知症

脳血管性認知症

若年性認知症とは

日常生活に大きな支障はない 日常生活に支障がある

認知症の基礎知識

早期発見・早期対応の必要性

認知症を予防するために

加齢によるもの忘れ
●普通のもの忘れと、認知症によるもの忘れの違い

認知症によるもの忘れ
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●もの忘れをしている自覚がない
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相談窓口
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認知症の予防とは、「認知症になるのを遅らせる」「認知症になっても進行を緩やかにする」ことを意味します。

今後の生活の準備ができます

＊

脳の血流の違いをイメージしたイラスト
（　　＝機能が低下している部分）
＊

オレンジほっとテラスの詳細
オレンジほっとテラスくらがいけ　電話：080－5979－4421
オレンジほっとテラスひまわり邸　電話：080－9684－0880



脳にアミロイドベータというたんぱく質がたまり
正常な神経細胞が壊れ、脳が縮むことが原因です。
・物盗られ妄想やうつ状態
・時間や場所などがわかりづらくなる
・重度になるまで運動機能は保たれる
《運転の特徴》
　・行き先を忘れ道に迷う
　・駐車、幅寄せが下手になる

脳の血管がつまる（脳梗塞）・破れる（脳出血）
などの脳の血管障害によって起こります。
・意欲の低下
・感情のコントロールがうまくいかない
・片麻痺などの運動障がいを伴うことが多い
《運転の特徴》
　・注意力の低下
　・ブレーキ等運転操作が鈍くなる

レビー小体という異常なたんぱく質がたまり
脳が縮むことが原因で起こります。
・幻覚、妄想
・初期のもの忘れは目立たない
・パーキンソン様症状（ふるえ・小刻み歩行）
《運転の特徴》
　・注意力の低下
　・ブレーキ等運転操作が鈍くなる

脳の中の前頭葉（理性のコントロール部分）や側
頭葉（聴覚や言葉の理解部分）が縮んで起こります。
・性格の変化（怒りっぽくなる）
・社会のルールが守られなくなる
・同じ行動を繰り返す
《運転の特徴》
　・交通ルールの無視
　・わき見
　・車間距離が短くなる

 

 

●認知症とは

●早期発見・早期対応が大切！ ●認知症予防のための事業・サービス

アルツハイマー型認知症

レビー小体型認知症 前頭側頭型認知症

脳血管性認知症

若年性認知症とは

日常生活に大きな支障はない 日常生活に支障がある

認知症の基礎知識

早期発見・早期対応の必要性

認知症を予防するために

加齢によるもの忘れ
●普通のもの忘れと、認知症によるもの忘れの違い

認知症によるもの忘れ

体験全体が抜け落ちる体験の一部を忘れる

●もの忘れをしている自覚がある
●人物や時間・場所まで分からなくなることはない
●感情や意欲に変化はない

●もの忘れをしている自覚がない
●人物や時間・場所まで分からなくなることがある
●感情や意欲に変化が現れる（怒りっぽさなどが目立つ）

 

 

 

相談窓口

　認知症とは、脳の病気などいろいろな原因で脳の神経細胞の働きが変化したために、認知機能（情報を分析し
たり、記憶したり、思い出したりする機能）が低下し、普段の生活に支障をきたす状態です。症状の出方は、人
によって様々です。

●軽度認知障がい（MCI）

非認知症 認知症

回復の可能性あり

　軽度認知障がい（MCI）とは、正常と認知症の中間ともいえる状態です。記憶力に障がいがあって、もの忘れ
の自覚があるが、記憶力の低下以外に明らかな認知機能の障がいがみられず、日常生活への影響がないか、あっ
ても軽度のものである場合です。しかし、MCIの人は年間で５～１５％が認知症に移行するとされており、認知
症の前段階と考えられています。一方で、その後の検査で認知機能が正常化している人もいるため、生活習慣病
の予防などに取り組むことが大切です。

　認知症になったら何もできなくなるのではなく、認知症になってからも、できること・やりたいことがあり、
住み慣れた地域で仲間等とつながりながら、希望を持って自分らしく暮らし続けることができるという考え方です。
認知症の人の意思を尊重して、対応するようにしましょう。

　６５歳未満で認知症を発症した場合をいいます。
　主に働き盛りの世代に発症するため、ご本人だけではなく、ご家族の生活への影響が大きいことが特徴で
す。仕事でミスが重なったり、家事がおっくうになっても、原因が認知症のせいとは思い至らないことがあ
ります。疲れや更年期障がい、あるいはうつ状態など他の病気と思って医療機関を受診して、誤った診断の
まま時間が過ぎ、認知症の症状が目立つようになってからようやく診断された例も少なくありません。

●認知症の症状

●新しい認知症観

●認知症のタイプ（自動車運転でみられる特徴）

●妄想（現実には起きない思い込み）
●幻覚（その場にないものが実際にあるように見えたり聞こえたりする）
●攻撃的な言動　●道に迷う　●無気力
●便をいじるなど排泄の混乱　●過食など食行動の混乱　など

　適度な運動は、血行
が良くなり、脳神経の
機能を高めることにつ
ながります。
　有酸素運動を取り入
れましょう。

別の病気が原因であったり、一時的な症状の場合があります

旅行や料理など、計画や手順
を考え、行動することが難し
くなる。

　認知症と同じ症状のように見えても、別の病気※が原因の場合があります。また、薬の使用が原因で症状
が出ていることもあります。これらは治療可能ですが、治療しないでおくと回復が難しくなったり、認知症
につながってしまうことがあります。※例えば、正常圧水頭症、慢性硬膜下血腫、甲状腺機能低下症など

進行を遅らせることが可能な場合があります
　症状が悪化する前に適切な治療やサポートを受けることで、進行のスピードを遅らせることができる場合
があり、今の生活をより長く続けることができます。

　症状が軽いうちに、ご本人やご家族が認知症への理解を深め、あらかじめ本人が希望する生活や支援につ
いて話し合うことで、事前に生活環境を整えることができ、生活上の支障を軽減することも可能です。

　受診・診断・治療に関する相談については、まずはかかりつけ医に相談してください。必要に応じて、かかり
つけ医が認知症の専門医療機関等と連携し、対応します。

　医療相談室があり、認知症の専門医療相談ができます。専門医、精神保健福祉士などの専門職が配置されてい
ます。

　若年性認知症のご本人やご家族だけではなく、勤務先の企業等からの相談にも応じています。相談内容に応じ
て、医療・福祉・就労等の総合的な支援を行います。

気になることを事前にまとめておきましょう
　医療機関を受診する場合には、診断のための検査の他に、もの忘れの状態などを質問されることがあります。
普段の生活の様子などを事前にまとめておくと診断の手助けになります。

【本人の状態】
・いつ頃から、どんな状態が、どのように現れたか
・これまでかかった病気や現在かかっている病気
・飲んでいる薬　・生活する上で困っていること

【家族から本人をみて】
・普段の生活の様子
・生活する上で困っていること
・性格や習慣の変化など

　運動や食事・休養や余暇等の日々の生活習慣が、認知症の発症や進行に大きな影響を与えていること
がわかっており、生活改善と生活習慣病の予防により、ある程度の予防が可能であるといわれています。

　このほか、年に１回の健診や病気の予防・管理も大切です。持病を悪化させないことは認知症の予防に重要です。
きちんと通院し、服薬等の治療を継続し、病気のコントロールをしましょう。
　また、噛むことは脳に刺激を与えます。自分の歯を残すこと、入れ歯の方は、定期的なメンテナンスを行い、自分に
合った入れ歯を使用することが大切ですので、お口のお手入れもしましょう。

実行機能障がい

新しいことが覚えられない。
覚えているはずの記憶を思い
出すことができない。

記憶障がい

考えるスピードが遅くなる。
同時に２つ以上のことができ
ない。

理解・判断力の障がい

時間、日付、季節感、場所、
人間関係などの把握が難しく
なる。

見当識障がい

本人のもともとの性格や素質 生活環境やケア、周囲との人間関係など

移行率
1年で５～15％

軽度 中等度健常者 高度

事業名

元気アップ事業

地域ふれあい
サロン

シルバー人材
センター

認知症カフェ

内　容 連絡先
豊田市役所

健康づくり応援課
３４－６６２７

豊田市社会
福祉協議会

３１－１２９４

豊田市シルバー
人材センター
３１－１００７
豊田市役所
高齢福祉課

３４－６９８４

令和８年４月作成
回復率　1年で16～41％

多くの診断が
このタイミングで行われている

運動 食事

交流 趣味

身体を動かしましょう

■かかりつけ医

■愛知県認知症疾患医療センター（トヨタ記念病院　電話：0565－24－7070）

■愛知県若年性認知症総合支援センター（電話：0562－45－6207）

　認知症に関する具体的な対応や介護方法に特化して対応する相談窓口です。
　詳細は右記の二次元コードでご確認ください。

■認知症伴走型支援拠点「オレンジほっとテラス」
■地域包括支援センター（一覧参照）

【問合せ】豊田市役所　高齢福祉課
　電話：０５６５－３４－６９８４　 FAX：０５６５－３４－６７９３　 メール：korei-fukushi@city.toyota.aichi.jp

　趣味やスポー
ツ、友人などと
の交流を楽しん
でいる人は認知
症になりにくい傾向があります。
「TVを消して外に出ましょう！」

人とふれあいましょう

　１日３食バランスのとれ
た食事をすることは心身の
機能を高めます。
「まんべんなく」食べるよ
う心がけましょう。
＊水分も忘れずに！

自治区の運営により、子どもから高齢者まで誰もが参加
できる「ふれあい」の場として、モノづくりや体操、ゲー
ムなど様々な活動が行われています。住み慣れた地域で、
いつまでも元気で安心して暮らしていくために、地域住
民が主体となって取り組んでいただく地域の事業です。

地域の身近な場所で介護予防を目的としたストレッチ、
筋力アップ体操等を教室形式で行います。

認知症の人、介護をしている家族、地域住民など誰でも
参加できる集いの場です。

各交流館や自治区でも認知症予防のための活動が行われています。

家庭や企業・公共団体等から仕事を請け負い、働きなが
ら社会参加を促進し、生きがいづくりや健康増進を図っ
ています。

魚や野菜・果物を
　積極的に食べましょう

　２つ以上の作業を同時
に行い、それぞれに注意
を配る訓練をしましょう。
「慣れないことにもチャ
レンジ！」

「あたま」を
　　　働かせましょう

認知症の予防のポイント
不摂生な生活は、認知症の発症・進行リスクを高めます！

コラム

行動・心理症状（適切な治療やケア、周囲の対応などで症状の改善が期待できる）

中核症状 （治すことはできませんが、治療やケアによって進行を遅らせることは可能）

認知症の予防とは、「認知症になるのを遅らせる」「認知症になっても進行を緩やかにする」ことを意味します。

今後の生活の準備ができます

＊

脳の血流の違いをイメージしたイラスト
（　　＝機能が低下している部分）
＊

オレンジほっとテラスの詳細
オレンジほっとテラスくらがいけ　電話：080－5979－4421
オレンジほっとテラスひまわり邸　電話：080－9684－0880



３つ以上あてはまった方は、まず相談を

“もの忘れ”の中に、認知症が隠れていることがあります。
年に一度は、「認知症チェックリスト」で確認しましょう。

～ご自身と大切な人のために～

○豊田市に地域包括支援センターは28か所あり、統括・支援を「豊田市基幹包括支援センター」が行います。

豊田市地域包括支援センター　一覧
　地域包括支援センターは、介護・福祉・保健・医療など様々な相談を受ける高齢者の総合相談窓口です。「認知
症地域支援推進員」が、ご本人やご家族からの相談をお受けしています。本人の状況により対応が困難で、医療・
介護サービスの利用ができない場合などは、認知症に特化した専門スタッフを構成員とした『豊田市認知症初期集
中支援チーム』とも連携し対応します。お気軽にご相談ください。

豊田市地域包括支援センター
ロゴマーク


